
◆ 物価高騰の影響が長期化する中、子育て世帯に準じて強く影響を受ける若者を支援するために、
大学生年齢（19歳～22歳）の若者にお米PAYおおさか（お米クーポン）またはその他食料品を給付。

◆ 給付を受けるためには、令和７年12月16日（火）までに申請が必要です！

対 象 者

平成15年4月2日から平成19年4月1日までに生まれた若者
のうち次の①か②のいずれかに該当する者

①申請日において大阪府に居所を有している方
②申請日において大阪府に居所を有していることに準じる方（※）
（※）週末や年末年始・夏休み等の長期休暇も含め、

一定期間（概ね年間1カ月半程度）等、大阪府内の実家等で生活を送る方

給付物品

対象者が①②のいずれかを選択（税込7,000円相当（送料を含む））

①お米PAYおおさか（お米クーポン）
…取扱店舗（米穀店・スーパー等）からお米を購入

②その他食料品
…給付物品受取サイト（食品カタログ）から選択

大阪府大学生等若者へのお米・食料品配付 申請受付中！

本事業に関するお問合せ：大阪府大学生等若者食費支援事業コールセンター

TEL 0120-265-095 【開設時間】９～18時（日・祝除く）＜申請期間終了後は平日のみ＞

給付までの流れ

インターネットから申請 （令和7年12月１6日〆切）
→審査・給付決定

→給付物品を選択 （令和8年2月14日〆切）

→お米クーポンをスマホで受領し、取扱店舗でお米を購入

（令和8年2月14日まで）

または その他食料品が自宅に到着

フリップ①

大阪府 若者 食費支援 🔍

申請は特設サイトから



インフルエンザの流行状況
（大阪府における定点あたりの患者報告数の推移）
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例年より早くインフルエンザが流行中！早めの予防接種を！

予防接種について

基本的な感染対策
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フリップ②

◆ 府では、インフルエンザの流行状況が早くも注意報レベルを超えています

◆ 予防接種の接種効果が現れるまで２週間程度かかるため、希望される方はお早めにお願いします

◆ 加えて、改めての「手洗い」、「咳エチケット」等による基本的な感染対策の徹底をお願いします

・重症化予防の効果があります

・65歳以上の方は、定期予防接種の対象です

・2歳以上19歳未満の方は、針を使用しない
経鼻弱毒生ワクチンもあります
接種費用等については、お住まいの市町村にお問い合わせください。

・こまめな手洗いや手指消毒で清潔に！

・マスク着用を含む咳エチケットで飛沫防止を！

・効果的な換気による室内の空気の入替えを！・第４２週（10月13日～１９日）以降、急速に報告数増加
・過去１０シーズンでも２番目の早さで注意報レベル超え



◆府では、205０年カーボンニュートラルをめざし、府民の皆さんの行動変容につながる取組みを推進

◆ 2025年大阪・関西万博のレガシーを受け継ぎ、あらゆる世代の脱炭素行動が進むことをめざす
「ゼロカーボン・ダイアローグ」を開催

対話による交流イベント「ゼロカーボン・ダイアローグ」を開催します

ゼロカーボン・ダイアローグとは

異分野・多世代の人との“対話”を通じて、脱炭素社会の実現に向けた新しい発想と共感を広げることをめざす取組み

開催概要

■テーマ：音楽×調和×アクション
音楽祭とコラボレーションし、脱炭素や環境について考える１日

■開催日：令和７年１１月２４日（月・振替休日）

■会 場：梅田スカイビル

午

前

の

部

【時間】１０時００分から１２時１０分

【場所】１階ツリー前ステージ
【内容】

・府内幼稚園、小学校の子どもたちによる、

自然をテーマとした、様々な楽曲の演奏や合唱
・「社会における環境教育」をテーマとしたトークセッション

・府立桜和高等学校 吹奏楽部によるパレード演奏 など

午

後

の

部

【時間】１３時３０分から１６時００分

【場所】タワーイースト３６階スカイルーム１

【内容】

・大阪ヘルスケアパビリオンで展示・演奏された

バイオプラスチック製パイプオルガン「ハーモネイト」を使用し、

大阪・関西万博テーマソング「この地球の続きを」などを演奏

・環境の未来に向けたトークセッション

＜出演者＞
・（一社）西日本プラスチック製品工業協会
総務部長 吉本 叡 さん

・積水ハウス㈱ 環境推進部 八木 隆史 さん
・NPO法人ジェントルアース
理事長原田真二 さん（シンガーソングライター）

・「関西芸術文化支援の森ゆずりは」の皆さんによる演奏

・原田 真二さんによる歌唱 など

「ハーモネイト」

入場無料 雨天決行

※午後の部は先着・事前申込制です。 イベント詳細は、ホームページをご覧ください。 ゼロカーボン ダイアローグ 検 索

桜和高等学校吹奏楽部

原田真二さん

フリップ③


